ナチス期ドイツの自動車企業 : 研究史の批判的検討 by 川瀬 泰史 et al.
１. はじめに
イギリス人の経済史家オーバリー (        ) は, ナチス期のドイツ自動車工業に











































１) 以下, 主として, 段落ごとに, 一括して, 引
用文献を記すこととする｡                                     (           )                                                     (    )                                   
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る ｢意図派｣ と, ナチス第三帝国の権力構造
を, 様々の諸集団による多元的な権力構造と



















を, ｢この二大目標 [実現] のための手段｣







て捉え, ヒトラーの ｢プログラム｣ を相対的
に高い独自性を有するものと見て, ｢『プログ
ラム』 の内容上の目標が, 独裁者の意志とし




義] は, 第一の, かつ独自の政治目標として
評価すべきだ｣ と述べている｡ ヒルデブラン
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４)              ・                      
                     (              ) 
滝田毅訳 『ヒトラーの世界観』, 南窓社,     
年. 参照 (以下, 必ずしも, 邦訳文と一致しな
い)｡








は, さらに, ｢ヒトラーの国家は, 累進的急
進化 [ブロシャートは, これを, 自己破壊と
同義だと指摘し, ナチスの闘争運動への退化
と位置づけている] に陥っている｣ し, ｢ナ
チス体制は, そのユートピア的な社会像を現
実化出来なかった｣ し, ｢旧 [社会] 構造は
手つかずのまま｣ であり, これは ｢国防軍・
官僚・教会, 古いタイプの教師・企業家に当



















大工業家がこの [ユダヤ人政策の] 累積 [的
急進] 化に係わったことを指摘している７)｡
我々は, 以上, 簡潔に, ｢意図派｣・｢機能
派｣ 双方の代表的な議論を見てきたが, ここ



























したというテーゼを ｢伝説｣ 視し, ｢中小企
業がヒトラーにかなりの財政支援を行なった
こと｣ を強調する｡ ターナーは, 確かに, 幾
人かの工業家・大企業家がナチスに資金を供
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方で, ｢[社長の] キセル (           )
のナチスに対する態度の判定は, 困難だ｣ と
か, ｢[ヒトラーとの仲介役の] ヤコブ・ヴェー
リン (          ) が, ナチス的意味で,
企業指導の措置に重要な影響を及ぼすために,
役員としての自己の立場を利用したという証





























































































の生活     ‒    年』 のテーマは, その表
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社 (        ), 『我々は, 死者の間で,












































さえあったが, この ｢ナチ化｣ には, 単に経
営陣がナチスに迎合しただけでなく, ナチス











ハンス・モムゼン／グリーガー (             ) の 『第三帝国におけるフォルクス
立教経済学研究 第  巻 第３号     年   
  ) 大島隆雄 ｢両大戦間期のドイツ自動車工業―
とくにナチス期のモータリゼーションについて
―(１)(２)(３)｣ (『愛知大学経済論集』 第   ・   ・   号,     年７月,   月,     年３月,
所収), 同 ｢第二次世界大戦中のドイツ自動車
工業―とくに戦争経済との関連において―(１)





た最初の, かつ, 本格的な研究 (    頁を越
えるもの) であり, この本は, ナチスの社会
政策の一環として, ｢国民のモータリゼーシ

















































工場では, 既に戦前期 (ナチス期) から, 国
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ネリバ (  ・         ) の 『リュッセル
スハイム・ブランデンブルクのゼネラル・モ
ーターズ・コンツェルンのオペル社 (    ‒    年) ―    年以後のナチス支配下の軍事




























ド (             ) とオペル社がナチス
体制下で, トラックの軍事財生産に参入し,
アメリカ大企業はそのドイツ子会社を通して,































ないと結論づけた (なお, ターナーも, ムー
ニーの和平工作に言及している)  )｡
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していったこと, ナチス期の     が, 一
方で, ナチスの犯罪に関与し, 外国人の強制
労働者を動員したこと及び, 他方で, 経営陣
















いては, この二大企業だけでなく, オペルや    といった他の大企業についての本格
的な研究が著されたことは, 特筆すべきこと
のように思われる｡ オペルについての研究で
















業の部分関与論を, 一応, 見出し得よう｡ し






































と企業家｣ というテーマで, 企業史学会 (               ・                      )
のシンポジウムが行なわれ, その記録は,    年に, 『ナチズムにおける企業』 という











を挙げて, さらに, 当時の [時代] 状況を理
解する必要性を述べて, ナチスに協力した企
業家を一方的に断罪することへの批判を示し
ている｡ また, ハンス・モムゼンは, ナチス
への企業家の協力を説明する要因として, 企
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するドイツ企業の戦後補償の問題が脚光を浴び
るようになってきた｡ この点, 以下の文献を参
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(                    ) 住岡良明・凱風
社編集部共訳 『奴隷以下―ドイツ企業の戦後責















































・責任・未来』 基金調査報告書｣,     年｡ 矢
野久 ｢ドイツ 『記憶・責任・未来』 基金の成立








合ってきたか』 (高文研社,     年)｡ なお, ナ
チス期の外国人問題については, 以下の文献を
参照｡                                                  ・                                               
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人―強制労働の社会史―』 (現代書館,     年)｡





















ズム―』 (名古屋大学出版会,     年),    頁
以下を参照｡
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